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〜地域でさまざまな活動をしているCCクラブ員の身近な姿を紹介します〜　【地域連携部】	
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増刊特別号	

	  
本年３月に総務省から「今後の都市部におけるコミュニティのあり方」についての研究成果	  
（研究会座長：明治学院大学河合教授）が発表になりました。	  
	  
調査対象の一部となったのが、港区の港南地区（２カ所）の高層マンション住民と白金地区の町会住
民でした。その調査結果から「今後のCCクラブにおける地域コミュニティ」を考えるヒントがありそうです。	  
	  
みなさんも一緒にお考えください。	  
	  
（詳細は総務省HP	  	  h1p://www.soumu.go.jp/menu_news/s-‐news/01gyosei02_02000061.html	  
	  
	  
	  

▲地域デビューの一歩は、まず自分の好きな趣味やセミナーなどへ参加することから始め
のも「一つの答え」かな？	  
	  
▲次のステップでは、自分だけの楽しみでなくその楽しみを他の人にも分けてあげよう！	  
	  
▲もっと知ろう！　▶︎　知らせよう！　▶︎　考えよう！　（情報PR）	  

（取材）	  
地域連携部	  
川上	

都市部おけるコミュニティを考える！！	

私が注目したのは、趣味や生涯教育などのグループ活動への参加は増加傾向であり、参加した人は参加
しない人よりも「生き甲斐を感じている」という別な調査結果から推定される視点、「参加しない理由や参加
形態」でした。	  
すなわち、「興味ある行事には参加したいがどのような行事があるのか知らない」、「参加したいが
世話人などはイヤ」と読み取れる次表の結果でした。	  

【　参加したことがない理由】　	  

数字は３地域ごとの割合（％）	 A	 B	 C	

忙しく時間がない（※）	 ５０	
	

４５	
	

４７	
	

関心のある行事がない	 ２８	 ３７	 ２３	

よく知らない	 ５４	 ２４	 ４５	

数字は３地域ごとの回答割合（％）	 A	 B	 C	

運営側OK	 18	 19	 18	

運営側NO/参加OK	   57	 58	 54	

【参加意向】	

上の結果は、私たち「CCクラブ」の実態とどこか似ていませんか？	  
	  
●どうすればみんなが参加しやすくなるでしょうか？	  
●参加したい人も、参加を躊躇している人も、参加側、運営側（世話人）の立場な
ど、双方の立場から考えてみましょう！	  

※勤労者を含む一般住民が対象なので割合が高い	


